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平成11年 度
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1.は じ め に

文教大学女子短期大学部では,平 成12年 度に4学 科の名称 を変更する

とともに全学的なカリキュラムの改訂を行 う。コンピュータ関連の科 目

に関 しては,平 成9年 度に実施 したカリキュラム改訂か ら本年平成12年

3月 をもって丸3年 が経過 したことになる。今回のカ リキュラム改訂で

は,情 報処理科 目においても名称を含めた内容の見直 しを行い,新 たな

科 目として新学科の中に位置付 けることとなった。

短期大学における情報教育は,中 学 ・高校で行われている情報基礎教

育を受けて行 うことになる。教育課程が変更 されたことで,中 学では平

成5年 度か ら情報基礎教育がスター トしている。本論で述べ る情報 リテ

ラシーに関する調査 を見 ても,中 学 ・高校 において情報処理の授業 を受

けてきた学生は徐々に増 えてきている。ただその動向は年によって,必

ず しも一定ではない。 したがって本学入学生の情報 リテラシー能力が,

昨年 と比べてどの程度変化 したのか,あ るいは変化 していないのか,こ

れ らを的確 に捉えて本学の授業 に有効に反映 させてい く必要がある。

学生個人個人にそれぞれ能力差があること,中 高の各学校で行われて

いる情報基礎教育の指導 内容に相違があることなどを考慮 したとき,こ

れ らを本学の情報教育で吸収 していくためにはカリキュラム上 に様 々な

工夫が必要 になるはずである。 また授業の現場において も年々変化す る

学生のレベルに応 じて,フ レキシブルな指導や対応が求められて くる。
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情報 リテラシーに関する調査

この ような状況のもと,本 学では学生のコンピュータ利用経験 と習得

レベルを把握 し,カ リキュラムや授業内容の検討材料 を得 ることを目的

として,学 生 に対するアンケー ト調査 を毎年4月 に実施 している。当初

は情報処理科 目の履修者を対象 とした調査 を実施 していたが,学 生全体

の状況をできる限り正確 に把握するため,昨 年度からは新入生全員を対

象に調査 を行 っている。以降は平成11年4月 に実施 した調査の結果 と分

析に関す る報告である。

2.調 査対象者

調査は平成11年 度入学の1年 生を対象に,入 学直後のオ リエンテーシ

ョン期間 を利用 して一斉に実施 した。対象人数は図1の とお りである。

学 科 1年 生

文 芸 科 160名

英 語英 文科 153名

栄 養 科 162名

家 政 科 162名

合 計 637名

図1調 査対象数

3.調 査 内容

調査用紙 を図2に 示す。昨年度の調査で質問 した項 目と比べて,大 き

な変更はしていないが,イ ンターネッ トや電子メールに関す る項 目につ

いて一部見直 しを行った。
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情報 リテラシーに関する調査

コンピュータ利用に関するアンケー ト,

次の質問に○をつけて答えて下さい。

短期木学部

科 年 クラス 学籍番号 氏名

1.自 宅 にパ ソ コ ン また は ワ ー プ ロ*が あ ります か。

パ ソコ ンa .あ るb.な い

ワ ー プ ロa.あ るb.な い

*ワ ープ ロの専用機のことです。

たとえば,NECの 「文豪」,

富士通の 「OASYS」,

東芝の 「Rupo」 など

2.今 までにパ ソコンまたはワープ ロ*を使 ったこ とがあ りますか。

パ ソコン

a.使 った ことがあるb.さ わ った ことが ある程 度c.全 くない

ワーフロ

a.使 った ことがあるb.さ わった ことが ある程 度c.全 くない

3.中 学校,高 校でパ ソコンを使 った授業 があ りましたか。

中学校a.あ った → その ときの授業内容 に○ をつけて下 さい。

① ワープ ロソフ ト

②表計算

b.な か った ③イ ンターネ ッ ト(ホ ームペ ージ)

④イ ンターネ ッ ト(電 子 メール)

⑤そ の他()
ハ高 校a

.あ った → その ときの授業内容 に○ をつけて下 さい。

① ワープ ロソフ ト

②表計算

b.な か った ③ インターネ ッ ト(ホ ームペ ージ)

④ インターネ ッ ト(電 子 メール)

⑤ その他()

4.次 の① ～⑧ につい て,あ なたの使 用経験 をa,b,c,dか らそれ ぞれ1つ 選 んで

下 さい。

a.自 分 が使 いたい機能 につ いては一通 り操作 で きる

b.最 低 限の使 い方 は知 っている

c.さ わったこ とが ある程度

d.使 ったこ とがな い

① ワープ ロ専用機

② パ ソコ ンの ワープ ロソフ ト

③ 表計算 ソフ ト

④ データベース ソフ ト

⑤ ゲーム ソフ ト(フ ァ ミコン も含 む〉

⑥ パ ソコ ン通信

⑦ イ ンターネ ッ ト(ホ ー ムページ)

⑧ イ ンターネ ッ ト(電 子 メール)
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a
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個 人で電子 メール を利 用 してい る人はメール ア ドレス を書 いて下 さい。

図2調 査用紙
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情報 リテラシーに関する調査

4.調 査結果 および分析

(1)パ ソ コン また はワープ ロを 自宅に所有 してい るか。

ワープ ロ
合 計

あ り な し

パ ソ コン
あ り 117 128 245(38%)

な し 176 216 392(62%)

合 計 293(46%) 344(54%) 637名

図3自 宅における所有率

自宅におけるパ ソコンとワープロの所有率を比較すると,パ ソコンの

所有率が38%(昨 年度31%),ワ ープロが46%(同46%)と なっている。

本学入学時点において,す でに3人 に1人 がパソコンを所有 しているこ

とがわかる。所有率の過去3年 間における推移は図4の とお りであるが,

ここ数年の傾向として,パ ソコンの所有率が年々上昇 しているのに対 し,

ワープ ロの所有率は逆に減少 している。96年 度にワープロの所有率が64

%,パ ソコンが25%と その差が39ポ イントもあったのに対 して,今 回の
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情報 リテラシーに関する調査

調査では差が8ポ イン トまで接近 している。パ ソコン出荷台数の統計 な

どか ら判断 しても,近 い将来,両 者の数値が逆転することは十分予測で

きる。

70i

60

50

40%

30

20

10%

of

96年 度 97年 度 98年 度 99年 度

図4所 有率の変化

(2)パ ソ コ ンまたはワープ ロの使用経験 はあ るか。

経験がある
さわったことが

ある程度
全 く経験がない 合計

パ ソコ ン 262(41%) 326(51%) 49(8%) 637
0

ワーフ ロ 281(44%) 223(35%) 133(21%) 637

パソコンとワープロの使用経験 に関する結果である。図5に 示す とお

り,本 学入学以前に何 らかの形でパソコン経験 を持つ学生はすでに9割

を超えている。逆にワープ ロの経験者は79%と8割 を下回った。従来 ま

では,ワ ープロ経験者の数がパ ソコン経験者の割合よりも高い という結

果が出ていたが,前 項 の所有率と同様,パ ソコン利用の漸増傾向はここ
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図5パ ソコンとワープ ロの使用経験

にも現れているといえる。なお自宅における所有率は,ま だワープロの

方が高い(図3)こ とか ら,学 校 など自宅以外の場所でパ ソコンを利用

する機会が増えていると考えられる。 また図5の データにはないが,ワ

ープロ未経験者133名 のうち110名 はパソコンの使用経験 を持 っており
,

ワープ ロ ・パ ソコン共に未経験の学生は637名 中で23名(3.6%)で あっ

た。

(3)中学 ・高校で情報処理系科 目の授業を行 っていたか。

中学での授業 高校での授業

あ った 506 79 258 41%

なかった 131 21% 379 59%

合計 637Iil100%IlI 637 iuu%
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図6中 学 ・高校における情報処理系授業の有無

中学 と高校の学校間比較では,中 学で授業 を受けた学生の割合が高校

より高 くなっている。1999年 度(平 成11年)の 新入生であるから中学 ・

高校に在籍 していた期問はそれぞれ次のようになる。

中学在籍 高校在籍

1993年 度194年 度lg5年 度 96年 度197年 度198年 度

教育課程の改訂により情報教育への取 り組みは,中学が1993年 度から,

高校が1994年 度か ら始 まっている。 したがってほとんどの学生は中学 ・

高校時代に何 らかの情報教育を受けているはずである。 しか しこの結果

を見 る限 り,特 に高校時代 に情報教育を受 けていない学生が相当数いる

ことがわか る。

1996年 度から同様の調査 をしているが,そ の年度別変化は図7の とお

りである。 このグラフを見て も(内 容は別 にして)中 学の方がコンピュ

ータ教育が進んでいるようにも見える。
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中学 と高校では指導 目標 ・レベルなどが異なることや,文 部省のコン

ピュータ設置計画の進捗状況などの点で単純な比較 はできないが,教 育

課程で掲 げられた目標 と授業現場の実状 との間にはギャップがあること

が読みとれる。

(4)中学 ・高校における情報処理系授業の内容

授業内容 中 学 高 校

ワープ ロ 364 62% 152 44%

表計算 94 16% 104 30%

ホームペー ジ 4 1% 36 10%

電子メール 2 o/ 2 1%

その他 X23 Glj JJ 16%

合 計 587名 100% 349名 100%
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図8中 学 ・高校での授業内容

中学 ・高校 におけるコンピュータ授業の内容については,昨 年 と同様

ワープロが トップになっている。特に中学においてその割合が高い。ま

た高校の場合は表計算 ソフ トの授業に力を入れていることがわかる。

インターネ ットについては普及 し始めたのが1995年 以降であることか

ら,中 学でインターネッ トの授業 を受けた学生が非常に少ない(6名)

のは当然の結果 といえる。高校ではホームページ利用が36名 とある程度

まとまった数になっているものの,電 子メールの利用者 はわずか2名 で

あった。このことか ら,現 在の高校では,イ ンターネッ トの利用環境は

あるものの,メ ールア ドレスを生徒個人に配布するような状況 には至っ

ていないと判断することがで きる。

なお授業内容の 「その他」は,お 絵かき,BASIC,数 学,音 楽,技 術

家庭,美 術,英 語,地 図,映 画,ゲ ーム…など多岐にわたっている。以

上 は情報処理系授業の有無であるが,次 に学生個人が各種のパ ソコンソ

フ トについてどの程度習得 しているかを見てみることとする。
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(5)各種 ソフ トウェアの使用経験

ソフ トの種類
かな り

使 える

最低限

使える

さわった

程度

全 く経験

なし

ワープロ専用機 10% 23% 41% 26%

ワープ ロソフ ト 4% 16% 49% 31%

表計算ソフ ト 1% 9% 30% 60%

デ ータベー ス 0% 5% 16% 78

ゲ ー ム 31% 39% 19% 11%

パ ソコン通信 o/ 3% 13% .,.

ホームペ ー ジ 3% 7% 17% 74%

電子メール o/ 3% 9% 88%

図9パ ソコンの利用経験

図9は パソコンソフ トの利用経験 を種類別に,4段 階のレベルに分 け

て質問 した結果である。 この表のままではやや数値 が読み とりにくいの

で,こ の4段 階を二分 して 「かな り使 える」 と 「最低限使 える」を 「経

験あ り」,「さわった程度」 と 「全 く経験なし」を 「経験な し」 としてソ

フ トの分野ごとに,以 下のようにグラフ化 して分析を試みた。

(a)ワープ ロ系

中学 ・高校で もっとも多かった授業がワープロであ り,ま た家庭への

ワープロ普及率 も高いことなどから他の分野のソフ トに比べればワープ

ロの利用率は高い。ワープロ専用機の利用経験ついては,96年 度か ら99

年度までの4回 の調査で48%→38%→35%→33%と 年々減少 してお り,

自宅における所有率の推移 と明らかに連動 している。一方,ワ ープロソ

フ トの利用経験は21%→21%→20%→20%と 完全な横ばい状態になって

お り,こ ちらはやや意外な結果であった。中学 ・高校 における情報関連

の授業は増加 しているにもかかわ らず,ワ ープロソフ トが使 えるという
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図ioワ ー プロの利用経験

学生の割合がほ とん ど増 えていないのである。ワープ ロが非常に身近に

なって きたとはいえ,本 学入学以前においてのワープ ロ利用経験 は2,

3割 程度 といった ところが学生の実態の ようである。

なお図3で 示 したように自宅における所有率はワープロ専用機が46%,

パ ソコンが38%で あり,利 用経験 はどちらもこの数字を下回っているこ

とか ら,自 宅に所有はしているもののパ ソコンやワープロは家族の もの

で自分 自身は利用 していない様子な ども読みとれる。

(b)データ処理系

表計算 ソフ トやデータベースなどのデータ処理系 ソフ トについては約

9割 の学生が 「経験な し」 と回答 している。高校の授業で表計算ソフ ト

を利用するケースは徐 々に増えて きているものの,本 学の場合,ほ とん

どの学生 はデータ処理系ソフ トの初心者 と考えられる。

表計算 ソフ トの利用経験 に関 しては,96年 度から99年 度までの4回 の
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図ilデ ー タ処理 ソフ トの利用経験

調査で5%→8%→8%→11%と 変化 してお り,徐 々にではあるが利用

経験者の割合は増加 している。データベースソフ トの場合 は2%→2%

→2%→5%と いう変化であり,今 回3ポ イント上昇 しているものの,

実数で見 ると目立った変化 とはいえない。

データ処理系 ソフ トはビジネスの分野で も幅広 く利用 されていること

か ら,本 学における情報教育の重点科 目として,今 後 も捉えてい きたい。

(c)ゲーム

ゲームに関 してはテレビゲームなどの影響 もあ り,経験者の割合は(他

の ソフ トに比べて)非 常に高 く,例 年約7割 程度となっている。パ ソコ

ンの性能向上 と同様,テ レビゲーム機本体の性能 も年々向上 している。

ゲームの種類が増加 し,多 くのパソコンに数々のゲームがインス トール

されていることな どを考えると,経験者が多いの も当然の結果 といえる。
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(d)ネ ッ トワー ク関連

100%

80%

60%

40

20%

of パソコン通信
ホームペー ジ 電子 メール

図12ネ ッ トワークの利用経験

ネットワークの利用経験 については,「パソコン通信の経験 あり」が3

%(昨 年度2%),「 ホームペー ジの経験あ り」が9%(同5%),「 電子

メールの経験あ り」が3%(同2%)で あった。また個人で電子メール

ア ドレスを所有 している学生が2名(同2名)い た。

インターネットが普及 したことで,今 後パ ソコン通信の利用者が増え

てい くことは考 えにくいが,イ ンターネ ットの利用については,中 学 ・

高校での授業 も含め,当 然増加 してい くであろう。今回はホームページ

の経験者が9%と 昨年比で4ポ イント上昇 している。一方,電 子メール

利用については昨年度 とほとん ど変わっていない。最近は,携 帯電話で

も比較的簡単にインターネットのメール交換ができるなど,今 後は電子

メールの利用者あるいはメールアカウン ト所有者が増加 していくことが

予測で きる。ただ今回の結果 を見る限 り,イ ンターネ ットが急速に社会

に普及 してきているものの,本 学学生の場合は,経 験者が1割 程度 とい

うのが実態のようである。
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5.お わ りに

1996年 度から実施 している本調査 は今回で4回 目となる。 この3年 間

でインターネットや電子メールの利用が急速 に拡大 し,ま た中学 ・高校

における情報処理教育 も徐 々に進んで きている。

今回の調査では,ア ンケー トの質問項 目に若干の変更を行 ったが,前

回(1年 前)の 調査 と比較 した場合,結 果 にそれほど目立った変化はみ

られなかった。学年が1年 違 うだけで,状 況が極端に変わ るということ

は考 えに くいので,こ こであらためて過去3年 間の調査結果 を振 り返 り,

全4回 の調査 をまとめて総括 してお きたい。

(1)入学時点におけるワープロ経験者の割合については,こ の3年 間で

あまり大きく変化 していない。特にワープロソフ トについては経験

者の割合が,4回 の調査 とも20～21%と 横ばいの状態であった。パ

ソコンを利用する機会が増 えていることを考えると,こ れはやや意

外な結果 といえる。ワープロ専用機 については,家 庭 における所有

率が3年 前の64%か ら今回の46%と いう具合 に減少 してお り,そ れ

と比例するようにワープロ専用機の経験者数も減っている。逆にパ

ソコンの所有率は3年 前の25%か ら今回の38%へ と着実に増加 して

いる。家庭における情報機器がワープロからパ ソコンへ と移行 して

いることの現れであろう。ただ しこれ らの情報機器は仮 に自宅にあ

ったとしても,学 生本人が必ず しも活用 していない面 も見受けられ

る。全体 としては,本 学入学以前のワープ ロ経験は2,3割 といっ

た ところであ り,次 年度以降も本学の情報基礎科 目である 「情報処

理A」 を相当数の学生が履修希望することが予測で きる。

(2)表計算ソフ トやデータベースといったデータ処理ソフ トについては,

経験者の割合が1割 程度 というのが今回までの調査結果である。3

年前から比べれば数%は 上昇 しているものの,大 部分の学生にとっ
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てデータ処理ソフ トは未知の分野であると見て よい。高等学校 まで

の問 に授業 を受けていないか,あ るいは受けていたとしてもその成

果が まだ十分に現れていない と考えられる。本学では「情報処理B」,

「情報処理D」 といった科 目がこれに相当するが,今 後 もこれ らを重

点科 目として捉えてい く必要がある。

(3)インターネ ット経験 については,着 実に経験者が増 えていると見て

よい。3年 前の調査ではインターネット利用者の割合は1～2%程

度であったが,今 回の調査でホームページ利用についていえば9%

にまで上昇 している。ただ し世の中のインターネッ ト普及度合いか

ら見れば実数はまだまだ少 ないといえる。特に電子メール経験者の

割合 は予想以上 に少ない。本学カ リキュラムでは 「情報処理A」 や

「情報処理C」 でインターネ ットの利用法を学ぶことになるが,こ れ

らの科目の需要は,今 後いっそう高 くなると考 えられる。

以上,過 去3年 の調査を振 り返ってきたが,本 学学生の全体像につい

て大 まかにつかむことがで きた と考 えている。

ワープロや表計算などの基礎科 目はいずれ中学 ・高校の授業に置 き換

わってい くであろうが,今 しば らくは本学入学者のかな りの割合が履修

を希望す るものと考えて よい。

インターネットに関 しては,中 学 ・高校などのインフラがさらに整備

され,経 験者の割合が今後 さらに増加 してい くことが当然予測できる。

ただ残念ながら,一 般家庭 において手軽にインターネ ットを利用するに

は,接 続設定の手間や利用料金等で敷居の高い面がまだある。 したがっ

て,イ ンターネット,電 子メール といったネットワーク リテラシーに関

す る教育が,今 後 も本学における情報教育の重要課題になってい くと考

えるべ きであろう。

いずれに しろ,中 学 ・高校 で受けてきた情報処理の授業 と本学で提供
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している情報教育カ リキュラムの内容を常に確認 しながら,今 後の授業

科 目のあ り方や指導内容 を検討 していきたい。
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